






物質名 危険性・有毒性

水 銀

・水銀蒸気を吸入すると、腹痛、咳、下痢、息切れ、嘔吐、発熱を起こすことがある。LC50：
0.019mg/L/4h以下（ラット）

・高濃度の水銀蒸気への暴露により、眼の充血や灼熱感、結膜炎を起こすことがある。
・皮膚からも吸収される可能性があり、アレルギー性皮膚反応を起こすおそれがある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器への障害（呼吸器系、心血管系、腎臓、肝臓、中枢神
経系）を起こすことがある。

無機水銀化合物

・無機水銀化合物の主な物質としては、塩化水銀（Ⅱ）がある。
・吸入すると、咳、咽頭痛、灼熱感、息切れを起こすことがある。
・経口摂取すると、胃痙攣、腹痛、灼熱感、金属味、下痢、吐き気、咽頭痛、嘔吐、ショックまた
は虚脱を起こすことがある。LD50：25.9-77.7mgHg/kg、37mg/kg（ラット）

・皮膚感作性がある。皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、発赤、痛み、水疱、皮膚熱傷
を起こすことがある。

・眼に入ると、痛み、発赤、かすみ眼、重度の熱傷を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（腎臓、消化管、肝臓、心血管系、呼吸器、神経系）を起こすこと
がある。

・長期にわたる、または反復暴露により、臓器の障害（神経系、腎臓、呼吸器、心血管系、消化管）
を起こすことがある。

カ ド ミ ウ ム
又はその化合物

・人体に長期間にわたって取り込まれると、障害を生じさせることが知られている。
・発がん性に関しては、実験動物によって多くの研究がなされ、ラットにカドミウムを含む空気を
吸入させたり、注射や口からカドミウムを投与した実験で、精巣、肺、前立腺、造血系などに腫
瘍の発生が報告されている。

・口から長期間にわたってカドミウムを取り込むと、近位尿細管機能障害を主な症状とする腎機能
障害が生じることが知られている。

鉛又はその化合物

・人間は、常時体内に鉛0.33mgを摂取しているが、一方、糞・尿中の排泄量もまた0.33mgで、そ
のバランスが保たれている。しかし、鉛の摂取量が増すと、骨組織に沈着し、さらに血液中に遊
離して毒性を表す。

・１日に0.5mg以上吸収すると、蓄積して毒性を表す。0.5mg吸収すると致命的である。
・急性中毒の症状は、四肢の麻痺、疝痛が特徴で、顔面蒼白、嘔吐下痢、血便、頻脈、腎臓障害を
起こし、１～２日で死に至る。

・慢性症状としては疲労、頭痛、四肢の感覚障害、けいれん、排尿障害などを起こす。

有 機 燐 化 合 物

・有機燐剤の毒性は、化合物によって差があるが、特に毒性の強いものはTEPP、パラチオン、メチ
ルパラチオン、メチルジメトン、EPNなどである。

・ミスト、粉末、液を吸入すると、吐き気、嘔吐、呼吸困難、けいれん、頻脈、めまい、昏睡から
死に至る。

・皮膚につくと、皮膚炎を起こすものがある。
・皮膚から吸収して、毒性を示すものがある。

クロム又はその化合物

・クロム、三価クロム化合物を吸入すると、アレルギー、喘息又は呼吸困難を起こすおそれがある。
・クロムの単回暴露により、全身毒性のおそれ、呼吸器への刺激のおそれ（気道刺激性）がある。
・六価クロム化合物の毒性として、溶液にさわったり、非常に細かい蒸気を吸い込むことによって、
手足、顔、などに発赤、発疹が起こり、炎症が生じることが知られている。

・六価クロム化合物は鼻の粘膜や喉へも炎症が生じやすく、ひどくなると鼻中隔の内部の組織にま
で炎症が及ぶことがある。

砒 素
又はその化合物

・人に対する砒素化合物の急性の中毒症状としては、めまい、頭痛、四肢の脱力、全身疼痛、麻痺、
呼吸困難、角化や色素沈着などの皮膚への影響、下痢を伴う胃腸障害、腎障害、末梢神経障害が報
告されており、致死量は体重１kg当たり砒素として1.5～500mgと考えられている。

・慢性の中毒症状としては、砒素に汚染された井戸水を飲んだことによって、皮膚の角質化や色素
沈着、末梢神経症、皮膚がん、末梢循環器不全などが報告されている。

・砒素を含む農薬の製造者及び使用者、銅の精錬作業に従事した作業者に、主に三価の砒素による
肺がんが報告されている。

シアン化ナトリウム
シアン化カリウム

・吸入すると、吐き気、めまい、嗜眠、咽頭痛、頭痛、錯乱、脱力感、息切れ、痙攣、意識喪失を
起こすことがある。

・経口摂取すると、灼熱感、吐き気、嘔吐、下痢等を起こすことがある。LD50：5.733mg/kg(ラッ
ト)(シアン化ナトリウム)、2857μg/kg(ヒト)(シアン化カリウム)

・皮膚に接触すると、軽度の皮膚刺激のほか、吸収される可能性があり、発赤、痛み等を起こすこ
とがある。LD50：14.602mg/kg(ウサギ)(シアン化ナトリウム)、22.3mg/kg(ウサギ)(シアン化
カリウム)

・シアン化ナトリウムは、眼に入ると、強い眼刺激、充血、発赤、痛み、重度の熱傷等を起こすこ
とがある。

　長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（中枢神経系、精巣、腎臓、副腎、脾臓）を起
こすことがある。

・シアン化カリウムは、眼に入ると、充血、痛み等を起こすことがある。
　単回暴露により、臓器の障害のおそれ（中枢神経系）がある。
　長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害のおそれ（甲状腺、腎臓、肝臓、脾臓、中枢神経
系）がある。
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物質名 危険性・有毒性

1,1,1-トリクロロエタン

・吸入すると、咳、咽頭痛、めまい、嗜眠、吐き気、協調不全、意識喪失を起こすことがある。
LC50：18400ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、吐き気、嘔吐、腹痛、下痢等を起こすことがある。LD50：10300-12996mg/
kg（ラット）

・経皮　LD50：15800-116000mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、皮膚の乾燥、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、心臓）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼
吸器刺激のおそれ（気道刺激性）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（中枢神経系、肝臓、心臓）、臓器の障害のお
それ（肺）がある。

1,1,2-トリクロロエタン

・吸入すると、咳、めまい、嗜眠、頭痛、吐き気を起こすことがある。LC50：2000ppm/4h（ラッ
ト）

・経口摂取において、誤嚥の危険性があり、咳、めまい、嗜眠、頭痛、吐き気を起こすことがある。
LD50：837mg/kg（ラット）

・経皮　LD50：5380mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、皮膚の乾燥、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（腎臓、肝臓）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼吸器へ
の刺激のおそれ（気道刺激性）がある。

・長期にわたる、または反復暴露により、臓器の障害（神経系呼吸器、消化管、腎臓、肝臓）を起
こすことがある。

1,3-ジクロロプロペン

・吸入すると、咳、咽頭痛、頭痛、めまい、吐き気、嘔吐を起こすことがある。LC50：
595-1190ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、腹痛を起こすことがある。LD50：57-713mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：333-504mg/kg（ウサギ）、423-2000mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（神経系、肺）を起こすことがある。
・長期にわたる、または反復暴露により、臓器の障害のおそれ（胃、上気道、膀胱）がある。

チ ウ ラ ム

・吸入すると、錯乱、咳、めまい、頭痛、咽頭痛を起こすことがある。LC50：0.5-4.42mg/L（ラ
ット）

・経口摂取すると、錯乱、咳、めまい、頭痛、咽頭痛を起こすことがある。LD50：560-4000mg/
kg

・経皮　LD50：>2000-5000mg/kg（ラット）
≧2000-7940mg/kg（ウサギ）

・皮膚に接触すると、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（神経系）を起こすことがある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（甲状腺、肝臓）、臓器の障害のおそれ（神経
系）がある。

シ マ ジ ン

・吸入（粉じん、ミスト）　LC50：>1.71-2.1mg/L/4h（ラット）
・経口　LD50：>5000-10000mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：>2000-5000mg/kg（ウサギ）
・単回暴露により、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼吸器への刺激のおそれ（気道刺激性）
がある。

・長期にわたる、または反復暴露により、臓器の障害（血液系）、臓器の障害のおそれ（神経系）
がある。

チオベンカルブ

・吸入（粉じん、ミスト）　LC50：>2.43mg/L/4h（ラット）
・経口　LD50：1030-1289mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：>2000-5000mg/kg（ラット）、2000mg/kg（ウサギ）
・単回暴露により、臓器の障害（神経系）を起こすことがある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害のおそれ（肝臓、腎臓）がある。

ベ ン ゼ ン

・吸入すると、めまい、嗜眠、頭痛、吐き気、息切れ、痙攣、意識喪失を起こすことがある。LC50
：44.66mg/L/4h（ラット）

・経口摂取すると、腹痛、咽頭痛、嘔吐等を起こすことがある。LD50：810-4900mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：>8200mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、皮膚の乾燥、発赤、痛み等を起こすことがある。
・眼に入ると、腹痛、咽頭痛、嘔吐等を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（呼吸器）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（中枢神経系、造血系）を起こすことがある。

セレン又はその化合物

・元素自体は、比較的刺激性がなく吸収されにくいが、蒸気になると強毒性。
・セレンは砒素と化学的及び生理学的に類似しているので、化合物はすべて毒性がある。
・眼に入ると、結膜炎や角膜壊死を起こす。
・皮膚に接触すると、熱傷、湿疹とじん麻疹黄色化、爪、歯牙、毛髪の赤色化が起こることがある。
・吸入すると、嗅覚欠如、鼻とのどの刺激症状、呼気のニンニク臭、気管支炎、肺炎、気管支喘息
を起こすことがある。

・消化器症状としては、金属味、悪心、嘔吐、腹痛、下痢、肝肥大を起こすことがある。

物質名 危険性・有毒性

ポリ塩化ビフェニル
（ＰＣＢ）

・脂肪に溶けやすいという性質から、慢性的な摂取により体内に徐々に蓄積し、様々な症状を引き
起こすことが報告されている。

・一般にＰＣＢによる中毒症状として、目やに、爪や口腔粘膜の色素沈着、ざ瘡様皮疹（塩素ニキ
ビ）、爪の変形、まぶたや関節の腫れなどが報告されている。

トリクロロエチレン

・蒸気を吸入すると、めまい、嗜眠、頭痛、脱力感、吐き気、意識喪失を起こすことがある。LC50
：4800-13000ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咽頭痛、不整脈、呼吸停止等を起こすことがある。LD50：5400-7200mg/kg（
ラット）

・経皮　LD50：29000mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、乾燥や発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、強い刺激性、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系）、呼吸器への刺激のおそれ（気道刺激性）、眠気又
はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、中枢神経系、肝臓に影響を与えることがある。

テトラクロロエチレン

・蒸気を吸入すると、咳、めまい、頭痛、嗜眠、吐き気、意識喪失を起こすことがある。LC50：
5013-7071ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咽頭痛、不整脈、呼吸停止等を起こすことがある。LD50：2400-13000mg/kg
（ラット）

・経皮　LD50：5000mg/kg（マウス）
・皮膚に接触すると、乾燥や発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、灼熱感、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、呼吸器、肝臓）、眠気又はめまいのおそれ、（麻酔
作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（神経系、肝臓、呼吸器）、臓器の障害のおそ
れ（腎臓）がある。

ジクロロメタン

・吸入すると、めまい、嗜眠、吐き気、脱力感、意識喪失を起こすことがある。LC50：15000ppm
（ラット）

・経口摂取すると、腹痛等を起こすことがある。LD50：1530-2524mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、皮膚の乾燥、発赤、灼熱感を起こすことがある。
・眼に入ると、痛み、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、呼吸器）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）が
ある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、中枢神経系、肝臓、生殖器（男性）に影響を与えることが
ある。

四 塩 化 炭 素

・吸入すると、めまい、嗜眠、吐き気、嘔吐を起こすことがある。LC50：8000ppm/4h（ラット）
・経口摂取すると、腹痛、下痢を起こすことがある。LD50：2350-10200mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：15000mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、発赤、痛みを起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器への障害（中枢神経系、肝臓、腎臓）を起こすことがある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器への障害（肝臓、腎臓）、臓器への障害のおそれ（呼
吸器）がある。

1,2-ジクロロエタン

・吸入すると、咽頭痛、吐き気、嘔吐、咳、頭痛、めまい、嗜眠、意識喪失を起こすことがある。
LC50：1000-1900ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咽頭痛、吐き気、嘔吐、咳、頭痛、めまい、嗜眠、意識喪失を起こすことがあ
る。LD50：670-967mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：2800-4900mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、呼吸器、心血管系、血液系、肝臓、腎臓、消化管）、
眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（神経系、肝臓、心血管系、甲状腺）、臓器の
障害のおそれ（血液系、腎臓）がある。

1,1-ジクロロエチレン

・吸入すると、咳、めまい、嗜眠、意識喪失を起こすことがある。LC50：415-32000ppm/4h（ラ
ット）

・経口摂取すると、腹痛等を起こすことがある。LD50：1500-2500mg/kg（ラット）
・眼に入ると、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（神経系、呼吸器、肝臓、腎臓）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔
作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（血液、呼吸器、肝臓、腎臓、生殖器（男性））
を起こすことがある。

シス-1,2-ジクロロエチレン

・吸入すると、咳、咽頭痛、めまい、吐き気、嗜眠、脱力感、意識喪失、嘔吐を起こすことがある。
LC50:13700ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、腹痛等を起こすことがある。
・皮膚に接触すると、皮膚の乾燥を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。



物質名 危険性・有毒性

1,1,1-トリクロロエタン

・吸入すると、咳、咽頭痛、めまい、嗜眠、吐き気、協調不全、意識喪失を起こすことがある。
LC50：18400ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、吐き気、嘔吐、腹痛、下痢等を起こすことがある。LD50：10300-12996mg/
kg（ラット）

・経皮　LD50：15800-116000mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、皮膚の乾燥、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、心臓）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼
吸器刺激のおそれ（気道刺激性）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（中枢神経系、肝臓、心臓）、臓器の障害のお
それ（肺）がある。

1,1,2-トリクロロエタン

・吸入すると、咳、めまい、嗜眠、頭痛、吐き気を起こすことがある。LC50：2000ppm/4h（ラッ
ト）

・経口摂取において、誤嚥の危険性があり、咳、めまい、嗜眠、頭痛、吐き気を起こすことがある。
LD50：837mg/kg（ラット）

・経皮　LD50：5380mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、皮膚の乾燥、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（腎臓、肝臓）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼吸器へ
の刺激のおそれ（気道刺激性）がある。

・長期にわたる、または反復暴露により、臓器の障害（神経系呼吸器、消化管、腎臓、肝臓）を起
こすことがある。

1,3-ジクロロプロペン

・吸入すると、咳、咽頭痛、頭痛、めまい、吐き気、嘔吐を起こすことがある。LC50：
595-1190ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、腹痛を起こすことがある。LD50：57-713mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：333-504mg/kg（ウサギ）、423-2000mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（神経系、肺）を起こすことがある。
・長期にわたる、または反復暴露により、臓器の障害のおそれ（胃、上気道、膀胱）がある。

チ ウ ラ ム

・吸入すると、錯乱、咳、めまい、頭痛、咽頭痛を起こすことがある。LC50：0.5-4.42mg/L（ラ
ット）

・経口摂取すると、錯乱、咳、めまい、頭痛、咽頭痛を起こすことがある。LD50：560-4000mg/
kg

・経皮　LD50：>2000-5000mg/kg（ラット）
≧2000-7940mg/kg（ウサギ）

・皮膚に接触すると、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（神経系）を起こすことがある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（甲状腺、肝臓）、臓器の障害のおそれ（神経
系）がある。

シ マ ジ ン

・吸入（粉じん、ミスト）　LC50：>1.71-2.1mg/L/4h（ラット）
・経口　LD50：>5000-10000mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：>2000-5000mg/kg（ウサギ）
・単回暴露により、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼吸器への刺激のおそれ（気道刺激性）
がある。

・長期にわたる、または反復暴露により、臓器の障害（血液系）、臓器の障害のおそれ（神経系）
がある。

チオベンカルブ

・吸入（粉じん、ミスト）　LC50：>2.43mg/L/4h（ラット）
・経口　LD50：1030-1289mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：>2000-5000mg/kg（ラット）、2000mg/kg（ウサギ）
・単回暴露により、臓器の障害（神経系）を起こすことがある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害のおそれ（肝臓、腎臓）がある。

ベ ン ゼ ン

・吸入すると、めまい、嗜眠、頭痛、吐き気、息切れ、痙攣、意識喪失を起こすことがある。LC50
：44.66mg/L/4h（ラット）

・経口摂取すると、腹痛、咽頭痛、嘔吐等を起こすことがある。LD50：810-4900mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：>8200mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、皮膚の乾燥、発赤、痛み等を起こすことがある。
・眼に入ると、腹痛、咽頭痛、嘔吐等を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（呼吸器）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（中枢神経系、造血系）を起こすことがある。

セレン又はその化合物

・元素自体は、比較的刺激性がなく吸収されにくいが、蒸気になると強毒性。
・セレンは砒素と化学的及び生理学的に類似しているので、化合物はすべて毒性がある。
・眼に入ると、結膜炎や角膜壊死を起こす。
・皮膚に接触すると、熱傷、湿疹とじん麻疹黄色化、爪、歯牙、毛髪の赤色化が起こることがある。
・吸入すると、嗅覚欠如、鼻とのどの刺激症状、呼気のニンニク臭、気管支炎、肺炎、気管支喘息
を起こすことがある。

・消化器症状としては、金属味、悪心、嘔吐、腹痛、下痢、肝肥大を起こすことがある。

物質名 危険性・有毒性

ポリ塩化ビフェニル
（ＰＣＢ）

・脂肪に溶けやすいという性質から、慢性的な摂取により体内に徐々に蓄積し、様々な症状を引き
起こすことが報告されている。

・一般にＰＣＢによる中毒症状として、目やに、爪や口腔粘膜の色素沈着、ざ瘡様皮疹（塩素ニキ
ビ）、爪の変形、まぶたや関節の腫れなどが報告されている。

トリクロロエチレン

・蒸気を吸入すると、めまい、嗜眠、頭痛、脱力感、吐き気、意識喪失を起こすことがある。LC50
：4800-13000ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咽頭痛、不整脈、呼吸停止等を起こすことがある。LD50：5400-7200mg/kg（
ラット）

・経皮　LD50：29000mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、乾燥や発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、強い刺激性、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系）、呼吸器への刺激のおそれ（気道刺激性）、眠気又
はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、中枢神経系、肝臓に影響を与えることがある。

テトラクロロエチレン

・蒸気を吸入すると、咳、めまい、頭痛、嗜眠、吐き気、意識喪失を起こすことがある。LC50：
5013-7071ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咽頭痛、不整脈、呼吸停止等を起こすことがある。LD50：2400-13000mg/kg
（ラット）

・経皮　LD50：5000mg/kg（マウス）
・皮膚に接触すると、乾燥や発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、灼熱感、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、呼吸器、肝臓）、眠気又はめまいのおそれ、（麻酔
作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（神経系、肝臓、呼吸器）、臓器の障害のおそ
れ（腎臓）がある。

ジクロロメタン

・吸入すると、めまい、嗜眠、吐き気、脱力感、意識喪失を起こすことがある。LC50：15000ppm
（ラット）

・経口摂取すると、腹痛等を起こすことがある。LD50：1530-2524mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、皮膚の乾燥、発赤、灼熱感を起こすことがある。
・眼に入ると、痛み、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、呼吸器）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）が
ある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、中枢神経系、肝臓、生殖器（男性）に影響を与えることが
ある。

四 塩 化 炭 素

・吸入すると、めまい、嗜眠、吐き気、嘔吐を起こすことがある。LC50：8000ppm/4h（ラット）
・経口摂取すると、腹痛、下痢を起こすことがある。LD50：2350-10200mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：15000mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、発赤、痛みを起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器への障害（中枢神経系、肝臓、腎臓）を起こすことがある。
・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器への障害（肝臓、腎臓）、臓器への障害のおそれ（呼
吸器）がある。

1,2-ジクロロエタン

・吸入すると、咽頭痛、吐き気、嘔吐、咳、頭痛、めまい、嗜眠、意識喪失を起こすことがある。
LC50：1000-1900ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咽頭痛、吐き気、嘔吐、咳、頭痛、めまい、嗜眠、意識喪失を起こすことがあ
る。LD50：670-967mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：2800-4900mg/kg（ウサギ）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性があり、発赤を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系、呼吸器、心血管系、血液系、肝臓、腎臓、消化管）、
眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（神経系、肝臓、心血管系、甲状腺）、臓器の
障害のおそれ（血液系、腎臓）がある。

1,1-ジクロロエチレン

・吸入すると、咳、めまい、嗜眠、意識喪失を起こすことがある。LC50：415-32000ppm/4h（ラ
ット）

・経口摂取すると、腹痛等を起こすことがある。LD50：1500-2500mg/kg（ラット）
・眼に入ると、充血を起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（神経系、呼吸器、肝臓、腎臓）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔
作用）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（血液、呼吸器、肝臓、腎臓、生殖器（男性））
を起こすことがある。

シス-1,2-ジクロロエチレン

・吸入すると、咳、咽頭痛、めまい、吐き気、嗜眠、脱力感、意識喪失、嘔吐を起こすことがある。
LC50:13700ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、腹痛等を起こすことがある。
・皮膚に接触すると、皮膚の乾燥を起こすことがある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）がある。



物質名 危険性・有毒性

1 , 4 -ジオキサン

・吸収すると、咳、咽頭痛、吐き気、めまい、頭痛、嗜眠、嘔吐、意識喪失、腹痛を起こすことが
ある。LC50：9158-14236ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咳、咽頭痛、吐き気、めまい、頭痛、嗜眠、嘔吐、意識喪失、腹痛を起こすこ
とがある。LD50：4200-7339mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：2100mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性がある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼吸器へ
の刺激のおそれ（気道刺激性）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（腎臓、肝臓、中枢神経系）、臓器の障害のお
それ（呼吸器）がある。

ダイオキシン類

・最も毒性が強いとされる2,3,7,8-TCDDについては、事故などの高濃度の暴露の際の知見から人
に対する発がん性がある。

・ダイオキシン類自体が直接遺伝子に作用して発がんを引き起こすのではなく、他の発がん物質に
よる発がん作用（がん化）を促進する作用（プロモーション作用）がある。

・実験用動物（ねずみ等）においては、妊娠中に比較的多量のダイオキシン類を与える実験で、生
まれた動物に口蓋裂、水腎症等の奇形を起こすことが認められ、甲状腺機能の低下、生殖器官の
重量や精子形成の減少、免疫機能の低下を引き起こすことが報告されている。

廃 石 綿

・急性障害として、軽度の局部刺激や中程度の吸入障害もあるが、通常は長年にわたり石綿粉じん
を吸入することにより起こる慢性障害、すなわち石綿肺を引き起こす。

・せき、たんなど気管支炎症状を伴い、褐色の連珠状の「石綿小体」を作るので、これがたんの中
に見つかれば石綿粉じんを吸入した証拠になる。なお、石綿肺には肺がんや胸膜の中皮腫を合併
することがある。特にクロシドライトはこの傾向が強いといわれる。


